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授業改善戦略フォーラムをもとに，さらに一歩前へ

４月２４，２５日と２日間にわたり，各校から研究主任の皆さんからお集まりいただき授業改

善戦略フォーラムを開催しました。

全体会では，右図にあるように

確かな学力を高める視点について，

とくに「学び方指導」については，

全校体制で継続的に取り組むこと

の大切さを確認しました。

さらに，授業において「学習課題」

を明示して授業の見通しを示すこと，

課題と正対した「まとめ」をすること

が 学力向上に結び付くことを全国

－１－

が，学力向上に結び付くことを全国

学力・学習状況調査の結果をもとに

お話ししました。

グループ協議では，各学校から今年度の研修計画における授業改善に向けた具体的な

取組を紹介し合いながら，「学習課題とまとめ」「学校ぐるみの学び方指導」について

の実態や研修への位置付け，具体的な取組や進めていく上での問題点などについて，話

し合いをしました。研究主任の皆さんからは，各校の実践や様々な視点からの考えを数

多くお話しいただき，有意義な情報交換の場となりました。

下記にあるようなことが，多くのグループで話し合われていました。今後，各校にお

かれましては，全校体制で何を共通に取り組むか，計画している組織や体制で取り組め

るかなどについて確認する際に，参考にしていただきたいと思います。

□「学び方指導」という視点で全校体制で取り組み，どの教科等にも生かされるものがあるか。

□「学習課題」と「まとめ」を行う授業は，「日々を行うことで子どもに力が付く」ということを職員

がどれだけ意識しているか。研究授業の時だけではだめである。

□「学習課題」について，設定の仕方を含めどのように研修を進めていけばよいか。

※裏面に「若手教師のための授業づくりガイドブック」（新潟市教育委員会 平成２６年度版）から，学習

課題を立てる際に役立つ「構想カード」などの情報を掲載しました。

□取組が中途半端では，子どもが変容したり，子どもに力が付いたりしない。やり切るためのシ

ステムやその評価をどのようにすればよいのか。（限られた条件の中での役割と分担）



○「若手教師のための授業づくりガイドブック」

・授業改善のポイントとしてお話ししている「学習課題」や
「まとめ」についてより詳しく示したり，本時の授業の全

体像をイメージするための「構想カード」を掲載したりす
るなど，本年度，新しい内容に改訂しました。
・各校に1冊は必ず配付されています。新潟市立総合教育セ
ンターのホームページから，全ページのファイルをダウンロ

ードできます。

★授業をどのように構想し，指導案に作り上げていくかについ

て，具体的に示しています。授業の基礎・基本について，確

認し合う研修にも活用できます。

ガイドブック P18 より

ガイドブック P25 より

中学校の授業改善戦略フォーラムの分科会の情報交換におい
て，右上の構想カードを全職員で活用し，「学習課題」と「まとめ」
を板書していく取組を全校体制で進め，研修を深めていくとお話
しされた学校がありました。


